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はじめに 

近年、日本の野球は盛り上がりをみせている。昨

年は WBC での優勝をはじめ、甲子園での駒大対早実

の引き分け再試合を含む決勝戦には日本中が注目

しただろう。そしてその早実の斉藤祐樹が今年早稲

田大学に進学し、ニューヒーローの誕生に六大学野

球も例年にない盛り上がりをみせている。そんないま

や日本の国民的スポーツともいえる野球は、どのよう

にしてここまで発展してきたのだろうか。そして日本の

野球の特徴とは何なのかを研究し、また今後の日本

の野球の課題は何なのかを追究していきたい。 

 

第一章  日本の野球の歴史 

第一章では野球が日本に伝えられてから、現代に

至るまでどのように国民に受け入れられ、広まってい

ったのかをみていく。そこには常にアメリカという国の

存在があった。そして日本の野球の特徴もそうしたア

メリカに対する日本人の感情から生まれてきた。また

日本のプロ野球の歴史に大きくかかわってきた、ジャ

イアンツという球団の存在意義、特徴を踏まえながら

日本の野球の歴史をみていく。 

 

第二章 日本の野球の特徴 

二章では武士道とは日本の社会全体に広がる基

本理念である。日本人らしさともいえるだろう。日本の

野球もこれを反映した特徴をさまざまもっている。アメ

リカのベースボールとは違う、日本野球独特の文化

がそこにはある。「千本ノック」などに代表される精神

鍛錬の意味合いが強い、厳しい練習。個性よりもチ

ームの「和」を重んじるこころ、犠牲バントを多用し、チ

ームの勝利を優先させる野球が日本の「武士道野

球」野球の基本である。 

 

第三章  外国人から見る日本の野球 

三章では日本へやってきた外国人選手から見た

日本の野球の特徴をみていく。アメリカのベースボー

ルとはまったく異なる日本の「野球」というものに彼ら

は戸惑いを隠せない。日本人もまた、自分たちとは違

う考え方をもつ彼らを受け入れることができない。日

本人の外国人への偏見は、王貞治のもつ、シーズン

最多本塁打記録の更新をめぐって浮き彫りになって

くる。そんな両者の間にある壁をどうしたら解決できる

だろう 

 

第四章  海を渡る日本人 

四章では三章とは反対にアメリカのメジャーリーグ

へ行った日本人選手たちが日本の野球文化にどん

な影響をもたらしたかをみていく。日本とアメリカの両

国にとって特に大きな意義をもったのは野茂秀雄とイ

チローだろう。日本とアメリカの野球の大きな架け橋と

なった、この２人に焦点をあて、彼らの活躍とそれに

よって変化した日本とアメリカをみていく。 

 

第五章  日本人指導者と外国人指導者の違い 

五章では日米間の指導者の違いをみながら、日本

人指導者の問題点をあげていく。近年増えるプロ野

球の外国人監督の起用は、日本に有能な指導者が

いない証である。日本野球のこれからの発展を考え

れば、それは今最も求められている課題である。日本

の指導者制度、指導方法、あらゆる面で検討が必要

である。外国人監督に習うよい指導者とは何なのか。 

 

結語 

日本の野球とアメリカのベースボール。両者にはそ

れぞれいい点がみられる。日本の伝統である「武士

道野球」を古いと非難する声があるが、果たして古い

で片付けてしまって本当にいいのだろうか。「武士道

野球」にはただ単に有能なスポーツ選手を育てるだ

けでなく、すばらしい人間性を育てるよい側面をもっ

ている。そしてそれがまた日本人の心、アイデンティ

ティーであるなら、その人間形成を無視した指導の仕

方は１流とはいえないだろう。 

そして日本の野球は確かに盛り上がりをみせてき

ている。しかしスポーツの多様化、グローバル化がす

すむ中で、野球が世界的に発展していくために、さら

に進歩を重ねていかなければいけないだろう。よき指

導者の育成、日米間の野球文化交流、野球の世界

普及、世界一の称号を手にした野球大国に求められ

る課題は山積みだ。しかし日本の国民的スポーツで

ある野球の未来は明るい。 

 


